
成長思考に着目した授業実践による

中学生の Gritの変化

教育実践高度化専攻 児童生徒発達支援コース 生徒指導・教育相談系

　　　松本　賢治

本研究では，成長思考に着目した授業実践を計４回（「自分のマインドセット

を知ろう」「成長マインドセットと『まだ』」「挑戦と脳の可塑性」「失敗も自分

を成長させる機会」）行った。また，目標理論を活用し，SMART 目標の視点でテ

スト計画表を作成・活用し，授業と共に Gritを高める実践を行った。本研究の

成長思考を高める授業実践や目標理論を活用したテスト計画表の実践によって，

成長思考と Grit の間に相関関係が見られ，もともと成長思考が低い生徒たち

の成長思考を高めることや，Grit が高まる生徒の特徴について示唆され，成長

思考と Grit の関連が見られたことは一定の成果だと言える。

一方で，成長思考から Gritの高まりまでは見られなかったことから，実践内

容や期間のさらなる検討が必要である。実践では，テスト計画表を活用したが，

目標達成尺度と Grit の関連に関しては，今回の研究ではあまり影響が見られ

なかった。適切な目標設定や計画のやり方を身につけるとともに，その計画を

もとにやり抜く経験をし，日ごろから長期的かつ継続的に取り組む活動の検討

が今後望まれる。


